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スク中立分布の歪度や尖度を生成することが可能な局所ボラティリティの関数形 (  xtanh ，
 xhsec )を含むデタミニステック・ボラティリティモデルの整合性に及ばないことがわかった．
ラティス構築の簡便さも踏まえれば，このようなデタミニステック・ボラティリティモデルは極
めて優れたモデルであると考えられる． 
モデルリスクに関する分析結果からは，デタミニスティック・ボラティリティモデル，確率ボ
ラティリティモデルといったモデルの枠組みを問わず，クロスセクショナルなオプション市場価
格との整合性が高いモデルがバリアオプションの評価においても絶対価格誤差平均(モデルリス
ク)が小さいモデルとなることがわかった． 
 
 
